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はじめに 

 

このたび、産学官連携により、大和の伝統野菜「大和まな」の新品種が誕生しまし

た。 

「大和まな」は、煮浸しや漬け物で親しまれてきた郷土の野菜ですが、これまでな

かなか普及しないのが現状でした。伝統野菜であるがゆえに、現代の流通システムに

適応しにくい面もありました。 

 

最近、ベビーリーフや青汁などのこれまでになかった用途での商品化の試みも見ら

れるようになってきましたが、「大和まな」が、奈良を代表する伝統野菜として普及

し、奈良のブランド野菜として育っていくためには、青果の生産・消費が拡大し、県

民の皆さんにとって身近な食材となることが求められます。 

 

本冊子は、県内の生産者の皆様に、奈良県が実施した地域結集型研究開発プログラ

ムの共同研究で、流通に適応しやすい品種として開発された「大和まな」の新品種を

知っていただき、その栽培方法や料理のレシピ等を紹介することにより、生産拡大を

図るために作成いたしました。 

 

「大和まな」の生産の拡大により、認知度の向上とともに、多様な加工品等の開発

や県内飲食業（レストランやホテル等）での利用が促進され、伝統野菜としてのブラ

ンド化と地域産業の活性化に繋がることを願っております。 

 

県内の生産者の皆様方には、このような趣旨をご理解いただき、本冊子をご活用い

ただければ幸いです。 
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１ 大和の伝統野菜「大和まな」について 

 「大和まな」は、平成１７年に奈良県から大和の伝統野菜として認定されました。 

 大和高田市、奈良市、宇陀市、五條市などで、平成２０年には、約４ヘクタール（卸値価

格換算：１３,６００千円）栽培されています。※ 奈良県農林部「大和伝統野菜調査報告書」より 

 

 

 

【【【【大和大和大和大和まなまなまなまな】】】】    

中国から渡来したツケナ(漬け菜)は、奈良時代初期に書かれた「古事記」に「菘」と記

載があるように、わが国の中で最も古い野菜のひとつである。その後、全国に広まり各地

に独特の品種が成立していった。その一つ「大和まな」は原始系に近い品種とされ、葉は

大根葉に似た切れ込みがあり、濃緑色、肉質柔らかく、甘みに富む。 

 

【【【【大和大和大和大和のののの伝統野菜伝統野菜伝統野菜伝統野菜】】】】    

戦前から奈良県内で生産が確認されている品目 

地域の歴史・文化を受け継いだ独特の栽培方法等により、「味、香り、形態、来歴」などに

特徴を持つもの 

※ 奈良県農林部「大和野菜」ホームページより（http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-8035.htm） 
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２ 優良Ｆ１品種の開発について 

 これまで、県内でいくつかの系統の種子が使用されてきましたが、 

①下葉が黄化しやすく、日持ちが悪い 

  ②形態が不揃い 

  ③夏場は栽培しにくい 

 といった課題がありました。 

 そこで、奈良県では、平成１７年度から独立行政法人科学技術振興機構の地域結集型研究

開発プログラムを実施し、これらの課題を克服するための「大和まな」の育種を研究テーマ

の１つに掲げました。 

 「大和まな」の育種では、奈良先端科学技術大学院大学、奈良女子大学、奈良県農業総合

センター及びナント種苗㈱が共同研究に参画し、奈良先端科学技術大学院大学が保有するア

ブラナ科植物の自家不和合性に関する研究成果を活かした効率的な育種技術が開発され、平

成２１年１０月に新品種が発表されました。 

現在、ナント種苗㈱より種子が販売されています。種子の購入については、ナント種苗株

式会社（TEL.0744-22-3351）にお問い合わせください。 

 

【【【【新品種新品種新品種新品種のののの特徴特徴特徴特徴】】】】 

① 下葉が黄化しにくい 

 従来の「大和まな」は非常に下葉の黄化が早く、市場流通や長距離輸送には不向きでし

た。今回開発された新品種は従来の「大和まな」と比較して下葉の黄化を２～３日程度遅

くすることができました。 

 

② 形態の揃いがよい 

従来の「大和まな」は雑ぱくで葉の形・葉色・立性度・生育速度等の諸形質がそろって

いませんでした。これらの中から優良な株を選抜・固定し、それらを親系統とした F1 品種

を開発しました。これにより品種内での諸形質の揃いが良くなりました。 

 

③ 夏場の品質がよい 

 従来の「大和まな」を夏場に栽培すると生育速度が速すぎ軟弱徒長になり良好な品質を

保つことが困難でした。今回開発した‘夏なら菜’は夏場でも生育が早すぎず、がっちり

とした草型になり収穫可能な期間が長くなりました。また、「大和まな」といえば冬場の青

菜でしたが、‘夏なら菜’の開発により‘冬なら菜’と使い分けることによりほぼ周年栽培

することが可能となりました。 

 

※ 「従来の「大和まな」」とは、ナント種苗（株）がこれまで販売してきた「大和真菜」のこと

を指します。 
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３ 栽培技術指針について 

 平成２２年１１月に、奈良県農業総合センターで栽培技術指針が作成されました。 

 新品種の特性を活かし、県内各地で栽培する際の参考としてご活用ください。 

下記指針の記載内容その他栽培に関することで相談がございましたら、奈良県農業総合セ

ンター（℡0744-22-6201・6203）にご連絡ください。 

    

ツケナツケナツケナツケナ「「「「大和大和大和大和まなまなまなまな」」」」のののの FFFF1111品種品種品種品種    「「「「夏夏夏夏ならならならなら菜菜菜菜」」」」・・・・「「「「冬冬冬冬ならならならなら菜菜菜菜」」」」のののの栽培技術指針栽培技術指針栽培技術指針栽培技術指針    

    

１１１１．．．．栽培管理栽培管理栽培管理栽培管理のののの要点要点要点要点    

１１１１））））適応作型適応作型適応作型適応作型    

＜夏なら菜＞ 

平野部：施設栽培では 3月上旬～10 月中旬播種・4 月上旬～11 月中旬収穫、露地栽培では 5 月上

旬～10 月上旬播種・6 月上旬～11月下旬収穫に適する。 

中山間地（標高 300m 以上）：施設栽培では 4 月上旬～9 月下旬播種・5 月上旬～11 月上旬収穫、

露地栽培では 6月上旬～9 月中旬播種・6 月下旬～10 月下旬収穫に適する。 

＜冬なら菜＞ 

平野部：施設栽培では 10月上旬～3月下旬播種・11 月上旬～4 月下旬収穫、露地栽培では 3月中

旬～5月上旬播種・4 月下旬～6月上旬収穫と 10月播種・11月上旬～2月上旬収穫に適する。 

中山間地（標高 300m 以上）：施設栽培では 2 月中旬～4 月中旬播種・3 月下旬～5 月下旬収穫と 9

月中旬～11 月上旬播種・10 月中旬～12月下旬収穫、露地栽培では 5 月上旬～6 月上旬播種・6 月

上旬～7 月上旬収穫と 9月上旬～10 月上旬播種・10 月上旬～12月下旬収穫に適する。 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

夏なら菜

冬なら菜

夏なら菜

冬なら菜

夏なら菜

冬なら菜

夏なら菜

冬なら菜

播種： 収穫：

栽培方法栽培地域

図　‘夏なら菜’と‘冬なら菜’の適応作型

品種
月

中山間地
（標高300m以上）

平野部

施設

露地

施設

露地
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２２２２））））圃場圃場圃場圃場のののの選定選定選定選定    

日当たりと排水の良好な圃場を選ぶ。 

３３３３））））施肥施肥施肥施肥    

基肥主体の全層施肥を行う。施用量は窒素成分量で、10a あたり 10～15kg が目安である。生育

後半まで肥効を維持するため、肥料は肥効期間の長い有機質肥料と、速効性の化成肥料を併用す

る。肥効低下による生育不良が見られた場合は速やかに液肥で追肥する。 

４４４４））））播種播種播種播種    

条間 15～20cm とする。覆土は種子が見えない程度に施す。 

 播種後、畝表面に籾殻をまくことで、土はねによる葉の汚れを軽減させることができる。 

５５５５））））灌水灌水灌水灌水    

発芽が確認されるまでは土壌表面が乾かないように灌水する。子葉展開後は、何日も土壌表面

が乾かないような多量の灌水は控える。特に高温期は立枯病の発生が懸念されるので、本葉第 2

～3 葉展開期頃までは過湿にならないよう注意する。 

６６６６））））間引間引間引間引きききき    

発芽数が多い場合には、本葉 1.5 枚頃に株間 7～8cm に間引く。 

７７７７））））収穫収穫収穫収穫・・・・調製調製調製調製    

本葉 5～6 枚、草丈 25～30cm を目安に収穫する。収穫後、下葉や黄化葉を取り除き、結束また

は袋詰めして出荷する。 

８８８８））））病害虫防除病害虫防除病害虫防除病害虫防除    

①①①①べとべとべとべと病病病病    

 ＜特徴＞ 

春と秋の比較的低温な時期に発生しやすい。多湿が発生を助長する。 

葉面に輪郭の明らかでない薄黄色の病斑が生じ、葉の裏面には薄墨色の霜状のかびが発生

する。病斑は次第に拡大し淡褐色へと変化する。 

分生胞子の飛散で発生が拡大する。 

アブラナ科植物の葉や花茎の他、根にも発生する。 

発生株の残渣中の卵胞子が次作の伝染源となる。 

＜対策＞ 

発生初期の発生株の適切な廃棄（土中への埋め込み、または、密閉処分）。 

アブラナ科以外との輪作。 

施設栽培では、夏期の太陽熱による土壌消毒。 

※‘夏なら菜’は本病害に罹りやすいため、常発地での低温期の栽培には用いない。 

 ②②②②苗立枯病苗立枯病苗立枯病苗立枯病    

＜特徴＞ 

初夏から晩夏の高温期に発生しやすい。多湿が発生を助長する。 

本葉第 2～3 葉までの生育初期に発生しやすく、胚軸が褐変後くびれて、倒伏枯死に至る。 
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病原菌は罹病残渣と土壌中に生存する。 

＜対策＞ 

露地栽培では、畝立て後の太陽熱による簡易土壌消毒（６－８月）、または、太陽熱利用と

比較して効果が劣るが、畝立て後の火炎利用による土壌表面の消毒も有効。 

施設栽培では、夏期の太陽熱による土壌消毒。 

③③③③白白白白さびさびさびさび病病病病    

＜特徴＞ 

春と秋の比較的低温な時期に発生しやすい。多湿が発生を助長する。葉面に円形～楕円形

の病斑が生じ、病斑部は葉の色が薄くなる。 

葉の裏面には粉状の白色の胞子のうを生じ、飛散して伝染を繰り返す。 

アブラナ科植物の葉や花器の他根にも発生する。 

罹病組織内や罹病残渣中の卵胞子が次作の伝染源となる。 

＜対策＞ 

薬剤の予防散布および発生初期の防除。 

発生株の適切な廃棄（土中への埋め込み、または、密閉処分）。 

アブラナ科以外との輪作。 

施設栽培では、夏期の太陽熱による土壌消毒。 

④④④④ヨトウムシヨトウムシヨトウムシヨトウムシ類類類類    

＜特徴＞ 

 春と秋に発生する。 

1 ヶ所に多数の卵が産み付けられるため、ふ化幼虫は、葉裏に群がって食害する。 

老熟した幼虫は、昼間は株元や敷わら等の下に潜み、夜間、激しく食害する。成虫はヤガ

科昆虫でヨトウガ、ハスモンヨトウであることが多い。 

＜対策＞ 

発生初期の薬剤散布。防虫用の通気性被覆資材の利用。 

⑤⑤⑤⑤コナガコナガコナガコナガ 

＜特徴＞ 

 早春から初冬まで、ほぼ 1 年を通して発生し、特に晩春から初夏に発生が多い。 

ふ化幼虫は、表皮を残し葉肉だけを食害する。中齢以降の幼虫は、葉裏から葉脈を残して

食害する。 

成虫は 10mm 程度の小さな蛾。終齢幼虫は体長約 10mm で、葉面に薄いまゆを作り蛹になる。 

  ＜対策＞ 

   発生初期の薬剤散布。防虫用の通気性被覆資材の利用。 

 ⑥⑥⑥⑥キスジノミハムシキスジノミハムシキスジノミハムシキスジノミハムシ    

  ＜特徴＞ 

   早春から晩秋まで発生し、特に夏季に発生が多い。アブラナ科植物上で越冬する。 
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成虫は葉に小さな円形の食痕を残しながら食害する。特に幼植物時期に加害が激しい。幼

虫は根を食害する。大発生の場合は枯死に至る。6～7 月に雨が少ないと発生が多い。 

成虫は、体長が 2mm 前後の甲虫で、体色は黒、左右の羽に一つずつ黄褐色の三日月型の斑

紋がある。よく跳ねる。 

  ＜対策＞ 

   発生初期の薬剤散布。 

多発圃場での連作の場合は、太陽熱利用による土壌の高温処理または播種時の土壌処理剤

施用が必須。 

 ⑦⑦⑦⑦ネキリムシネキリムシネキリムシネキリムシ類類類類    

＜特徴＞ 

春から秋に発生する。春から初夏に発生が多い。 

若齢幼虫が葉を、中～老齢幼虫が胚軸を食害する。中齢以降の幼虫は昼間土壌中に潜み、

夜間に加害する。加害を受けると地際が切断される。成長した幼虫は１匹ずつ散らばって分

布し、1 匹が次々と加害するので、生息密度が高くない場合も被害が大きい。また、作物が

成長したころに圃場周辺の雑草から老熟幼虫が歩行侵入する。 

極めて雑食性で生息域が広い。 

成虫はヤガ科昆虫で、カブラヤガ、タマナヤガであることが多い。 

＜対策＞ 

雑草の生える休耕地を利用する場合や連作の場合には、土壌処理剤を施用する。 
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２２２２．．．．参考資料参考資料参考資料参考資料        

表 露地栽培における大和まなの生育日数と抽苔の有無 

草丈25-30cmを

目安とした収穫日
2005年4月14日 5月12日 28 未調査

4月21日 5月18日 27 未調査
4月27日 5月26日 29 未調査
5月5日 6月3日 29 未調査

5月12日 6月9日 28 未調査
5月25日 6月20日 26 未調査
6月1日 6月26日 25 未調査
6月9日 6月30日 21 未調査

6月16日 7月8日 22 未調査
6月22日 7月19日 27 未調査
7月5日 7月28日 23 未調査

7月13日 8月5日 23 未調査
7月21日 8月16日 26 未調査
7月29日 8月22日 24 未調査
8月4日 8月28日 24 未調査
8月9日 9月1日 23 未調査

8月17日 9月8日 22 未調査
8月24日 9月14日 21 未調査
8月31日 9月25日 25 未調査
9月7日 9月29日 22 未調査

9月15日 10月8日 23 未調査
9月21日 10月13日 22 未調査
9月27日 10月27日 30 抽苔（1月には花蕾が収穫可能）
10月5日 11月2日 28 抽苔

10月12日 11月10日 29 抽苔
10月19日 11月26日 38 抽苔
10月26日 12月28日 63 抽苔(2月上旬には花蕾が収穫可能）
11月2日 2006年2月14日 104 抽苔
11月8日 - - 抽苔

11月15日 - - 抽苔（4月には花蕾が収穫可能）
11月21日 - - 抽苔
11月30日 - - 抽苔
12月8日 - - 抽苔

12月15日 - - 抽苔
12月21日 - - 抽苔
12月28日 - - 抽苔

2006年1月4日 - - 抽苔
1月12日 - - 抽苔
1月18日 - - 抽苔
1月26日 - - 抽苔
2月2日 - - 抽苔
2月8日 - - 抽苔

2月15日 - - 抽苔
2月22日 - - 抽苔
2月28日 - - 抽苔
3月7日 4月26日 50 抽苔

3月27日 5月2日 36 抽苔
4月4日 5月11日 37 抽苔

4月13日 5月11日 28 抽苔
4月26日 5月30日 34 約3%が抽苔
5月25日 6月19日 25 抽苔せず
6月16日 7月17日 31 抽苔せず

試験場所：橿原市四条町　　供試品種：大和真菜（ナント種苗）

播種日 生育日数 抽台の有無
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４ 流通・販路について 

 「大和まな」については、他の野菜と同様、農産物直売所での販売や市場出荷が主たる販

路と考えられます。 

 直売所については、身近にある農産物直売所で当該直売所での要件等に従い、販売するこ

とができます。 

 市場出荷については、一定の量をある程度の期間にわたり継続的に出荷できることが必要

なため、生産者単位では量や期間の対応が採れない場合があります。その場合、複数の生産

者が共同で量や期間の対応を行うことにより出荷が可能になることがあります。 

 インターネットを利用した消費者への直接販売も行われていますが、通信販売サイトのＰ

Ｒ・運営や宅配業者との契約等による配送コストの削減などが必要となります。 

 いずれにしても、継続的な販売・取引を行うには、出荷する「大和まな」の品質の維持・

向上に努めることが重要になります。 

流通・販路に関する関係機関の連絡先と参考情報については、下記をご参照ください。 

 

●出荷に向けた産地育成について 

奈良県農業総合センター 

本所：℡0744-22-6201・6203、高原農業振興センター：℡0745-82-2340 

 

●「おいしい奈良産協力店」での地産地消コーナー等の案内について 

奈良県農林部マーケティング課食・特産品係：℡0742-27-7401 

 

●県内直売所等について 

 

【協定直売所「地の味、土の香」】（２４ヶ所） 

http://www.pref.nara.jp/norinbu/chinoaji/list.html 

 

【大和の朝市・直売所】（１０７ヶ所） 

http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-9077.htm 

 

●販売促進のための広告媒体について 

 

【大和まなのＰＯＰサンプル】 

http://www.nashien.or.jp/koto-nara/jitsuyouka/thema1-2.html 
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５ 料理メニューについて 

 「大和まな」を普及していくには、若い世代にも親しんでもらうことが大事であると思わ

れます。 

従来は、「煮浸し」や「漬け物」といった伝統的な食べ方の他は、あまり知られていません

でした。 

今回、‘夏なら菜’と‘冬なら菜’を使い分けることにより、ほぼ周年で栽培することがで

きるようになりましたので、年間を通して日常の食生活に採りいれてもらえるように、「大和

まな」を利用した８種類の料理メニューをつくり、そのレシピを下記のホームページで公開

していますので、ご活用ください。 

 

●「大和まな」の料理メニューと作り方 

 

【レシピ集】 

http://www.nashien.or.jp/koto-nara/jitsuyouka/thema1-2.html#7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このレシピ集は、財団法人奈良県中小企業支援センターのホームページからダウンロードできます。 
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奈良県地域結集型研究開発プログラムで開発された「大和まな」F1品種のご案内 

 

編集・制 財団法人奈良県中企業支援センター 

作・発行  〒630-8031 奈良市柏木町 129-1 なら産業活性化プラザ３階 

       TEL.0742-36-8316・8310 

発行年月 平成２２年１２月 

制作協力 奈良県農業総合センター 

       〒634-0813 橿原市四条町 88 TEL.0744-22-6201 

ナント種苗株式会社 

〒634-0077 橿原市南八木町２丁目 6-4 TEL.0744-22-3351 

 

無断転載を禁じます。 

 


